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２０２１年２月１日 

北海道電力株式会社 

 

２０２０年度泊発電所原子力防災訓練における 

訓練課題対応を踏まえた取り組みについて 

 

２０２０年１１月２７日に実施した泊発電所原子力防災訓練踏まえ整理した同訓練に

おける訓練課題対応に基づき、ＥＲＣプラント班との情報共有能力を向上するために必要とな

る改善事項を見出した。これらのうち、今年度内に計画している原子力防災訓練（再訓練

（要素訓練））に向け、優先して改善すべき事項と具体的な取り組みについて以下の通り実

施する。 

今後、社内訓練および再訓練を行う中で優先して改善を試みた事項についてその有効性を確

認・評価の上、ＥＲＣプラント班との情報共有能力を向上させるために必要な事項の見直しを

行い、次年度以降の原子力防災訓練に反映していくこととしたい。 

 

1. 優先して改善すべき事項と具体的な取り組みについて 

① ＣＯＰの運用性向上 

 【改善策① ＣＯＰ２に戦略選定の考え方を明示できる様式の検討】 

 ＣＯＰ２（ＤＢ／ＳＡ機器状況整理表）は記載事項（機器状況整理表、

事故対応戦略および事象進展予測）を分類し、戦略選定や優先順位を明確に

することで説明性を向上させる。 

 「資料２－１ ＣＯＰ２様式（変更案）」を参照。 

【改善策② ＣＯＰ１記載内容を変更した場合の共有方法策定／作成した 

ＣＯＰ１がスムーズに共有できる仕組み】 

 ＣＯＰ１（電源系統図／全体系統図）作成はＥＲＣ対応チームが発電所か

ら入手した情報を電子ホワイトボードに記載し、共有することで情報処理速度を向

上させる。 

 ＣＯＰ1の作成箇所については、ＥＲＣ対応チーム、発電所、本店原子力

班とする３案について検討を行った。その結果、再訓練に向けては、まずはＥ

ＲＣ対応チームでの作成方法を改善し有効性を確認した上で、必要に応じ

作成箇所の変更およびそれに伴う体制の変更について検討を行うこととしたい。 

 「資料２－２ ＣＯＰ１作成箇所の一本化」を参照。 
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 説明時に追記された情報があれば翌回のＣＯＰ１作成時に反映する。また、同

内容について各班員に周知する。 

 

② ＥＲＣ向け情報処理の精度向上およびＥＲＣ対応要員の役割・配置の再構築 

【改善策① ＥＲＣ対応要員の役割分担を明確にし、メモやＥＡＬ判断フローの作成 

担当者を専任】 

 情報提供・収集統括やＥＡＬ判断フロー作成等の役割を明確にし、情報処理の

精度を向上させる。 

 サブスピーカーを配置することにより、情報処理の速度を向上させる。 

 メモ作成内容が重複しないように、チームリーダーは適切に選別する。 

 「資料２－３ ＥＲＣ対応要員配置図（変更案）」を参照。 

【改善策② メモ作成に係るサポート者の動線や記載内容を複数名で確認できる 

ＥＲＣ対応ブース内配置を検討／メインスピーカーが発電所の状況を 

理解した上で発話できるよう、プラントの情報収集に係るサポート者の 

役割を明確化】 

 スピーカーに情報を集めやすく、容易にサポートできる配置とし、複数名で確認でき

る体制を再構築することで、情報処理の精度・速度を向上させる。 

 現状の情報フローに基づいた適切な情報の授受について確認した結果、発

電所からＥＲＣ対応ブースまでの情報の流れについては問題が無いことを確

認した。従って、再訓練に向けては、ＥＲＣブース内での情報のやり取りの改

善に主眼を置いた対策を講じることとした。 

 「資料２－４ 緊急時対応情報フロー」を参照。 

【改善策③ ＥＲＣプラント班が求める情報に基づいた要員向けの手引きを充実し、 

その中で情報の軽重がプラント事故進展に応じて変化することを教育】 

 情報の軽重がプラント事故進展に応じて変更することや、炉心損傷が顕在化する

きっかけとなるＳＥ、ＧＥの判断を見極め、情報の選定を行うこと等について教育

することで、情報処理の精度を向上させる。 

【改善策④ チームリーダーが不足を補い要員が認識・実行に移すことができるよう 

ルール化】 

 個別の案件に深入りすることを避け、ＥＲＣプラント班に向けた情報の不足や軽

重を判断し要員に指示することで、情報処理の精度を向上させる。 

 

2. 具体的な取り組みに対する有効性について 
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社内で実施する要素訓練を重ね具体的な取り組みに対する有効性について検証し、今年

度内に計画している原子力防災訓練（再訓練（要素訓練））に向けて継続的な改善を

図ることで、ＥＲＣプラント班との情報共有能力を向上させる。 

① ＣＯＰの運用性向上 

 【検証項目① ＣＯＰ２に戦略選定の考え方を明示できる様式の検討】 

 説明者が理解できる記載であること。 

 事故対応戦略・事象進展予測の説明において、それらの考え方が踏まえられたも

のとなっていること。 

 「ＥＲＣプラント班が求める情報」（規制庁資料、「①事故・プラントの状況」「②

事故の進展予測と事故収束対応戦略」「③戦略の進捗状況」）に照らし、不足

や提供に遅れがないこと。 

【検証項目② ＣＯＰ１記載内容を変更した場合の共有方法策定／作成した 

ＣＯＰ１がスムーズに共有できる仕組み】 

 ＣＯＰ１は定期的（３０分毎）またはプラント状態変化時に作成されているこ

と。 

 本確定したＣＯＰ1 は本店対策本部とＥＲＣ対応ブースでタイムリーな情報共

有ができること。(確定から5分を目標) 

 訂正、補足等の情報が翌回作成されたＣＯＰ1に反映されていること。 

 

② ＥＲＣ向け情報処理の精度向上およびＥＲＣ対応要員の役割・配置の再構築 

【検証項目① ＥＲＣ対応要員の役割分担を明確にし、メモやＥＡＬ判断フローの 

作成担当者を専任】 

 それぞれの役割において、過大な負荷や渋滞がなく対応できること。 

 スピーカーが説明する内容を理解するための時間が確保され、理解できていること。 

 提供する情報は「ＥＲＣプラント班が求める情報」（規制庁資料、「①事故・プラ

ントの状況」「②事故の進展予測と事故収束対応戦略」「③戦略の進捗状況」）

に照らし、不足や提供に遅れがないこと。 

 チームリーダーは対応状況を俯瞰した指示を出しており、プラントの重篤度、提供

すべき情報の優先順位等が考慮されていること。 

【検証項目② メモ作成に係るサポート者の動線や記載内容を複数名で確認できる 

ＥＲＣ対応ブース内配置を検討／メインスピーカーが発電所の状況を 

理解した上で発話できるよう、プラントの情報収集に係るサポート者の 

役割を明確化】 
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 それぞれの役割において、過大な負荷や渋滞がなく対応できること。 

 説明情報の受け取りについて、スピーカーがストレスを感じないこと。 

 提供する情報は「ＥＲＣプラント班が即応センターに求める情報」（規制庁資料、

「①事故・プラントの状況」「②事故の進展予測と収束対応戦略」「③戦略の進捗

状況」）に照らし、不足や提供の遅れがないこと。 

 プラント状況が不足なく伝わり、その後の対応や事故重篤化のリスクについてもＥ

ＲＣプラント班と共有できること。 

【検証項目③ ＥＲＣプラント班が求める情報に基づいた要員向けの手引きを充実し、 

その中で情報の軽重がプラント事故進展に応じて変化することを教育】 

 チームリーダーは対応状況を俯瞰した指示を出しており、プラントの重篤度、提供

すべき情報の優先順位等が考慮されていること。 

【検証項目④ チームリーダーが不足を補い要員が認識・実行に移すことができるよう 

ルール化】 

 チームリーダーは対応状況を俯瞰した指示を出しており、プラントの重篤度、提供

すべき情報の優先順位等が考慮されていること。 

 

３．添付資料 

① ２０２０年度泊発電所原子力防災訓練後の改善すべき事項と具体的な取り組み

について 

 

 

以上 
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改善の方向性（ 大分類） 課題 改善策 具体的な取り 組み（ 案） 検証項目

Ｃ Ｏ Ｐ ２ に戦略選定の考え方
を 明示でき る 様式を 検討

Ｃ Ｏ Ｐ ２ は機器状況整理表と 事故対応戦略・ 事象進展予測を
分類し た様式に変更し ， 事故対応戦略・ 事象進展予測につい
てはそれら の考え方が明示でき る も のと する 。

説明者が理解でき る 記載内容である こ と 。
事故対応戦略・ 事象進展予測の説明において， それら の考え
方が踏まえら れたも のと なっ ている こ と 。

Ｅ Ｒ Ｃ 対応ブース要員は， 安全解析や審査対応の経験者から
戦略検討フ ロ ーおよ び解析結果を 踏まえた事象進展予測につ
いての理解を 深める 。

わかり やすい事故対応戦略・ 事象進展予測の説明， それら の
適切な補足が実施さ れている こ と 。

Ｅ Ｒ Ｃ 対応ブース要員は， Ｃ Ｏ Ｐ 2を 説明する 要素訓練を 実
施する 。

わかり やすい事故対応戦略・ 事象進展予測の説明， それら の
適切な補足が実施さ れている こ と 。

Ｃ Ｏ Ｐ １ が持つ共通性につい
ての理解浸透

Ｃ Ｏ Ｐ は発電所、 本店、 Ｅ Ｒ Ｃ プラ ン ト 班と の共通ツ ールで
ある こ と を 各班員に周知する 。

説明資料に反映さ れ， 説明会等で周知がなさ れたか。

Ｃ Ｏ Ｐ １ 記載内容を 変更し た
場合の共有方法策定

説明時に追記さ れた情報があれば， 翌回のＣ Ｏ Ｐ １ 作成時に
反映する 。 こ のこ と を 各班員に周知する 。

訂正， 補足等の情報が翌回作成さ れたCOP1に反映さ れている
こ と 。

作成し たＣ Ｏ Ｐ １ がスムーズ
に共有でき る 仕組み

作成し たＣ Ｏ Ｐ １ の情報を 迅速に共有する ために， 電子ホワ
イ ト ボード 等の活用を 検討する 。
Ｃ Ｏ Ｐ １ は定期的（ ３ ０ 分毎） またはプラ ン ト 状態変化時に
作成する 。

Ｃ Ｏ Ｐ １ は定期的（ ３ ０ 分毎） またはプラ ン ト 状態変化時に
作成さ れている こ と 。
確定し たＣ Ｏ Ｐ １ は本店対策本部と Ｅ Ｒ Ｃ 対応ブースでタ イ
ムリ ーな情報共有ができ る こ と 。 ( 確定から ５ 分を 目標)

本店対策本部または、 Ｅ Ｒ Ｃ プラ ン ト 班への説明状況（ 必要
と なる 追記の状況） を 踏まえ、 作成頻度およ び作成方法につ
いて見直し する 。

総合訓練、 要素訓練等の訓練において都度、 振り 返り を 行
い， 有効性を 継続的に確認する 。

要員の役割を 明確にする 。
【 案】
メ モ作成者： 運転プラ ン ト /停止プラ ン ト ， 火災/傷病者等
Ｅ Ａ Ｌ 判断フ ロ ー作成およ び説明者：
説明内容確認者： 複数で構成
スピ ーカ ー： 複数で構成

提供する 情報は「 Ｅ Ｒ Ｃ プラ ン ト 班が即応セン タ ーに求める
情報」 （ 規制庁資料， 「 ①事故・ プラ ン ト の状況」 「 ②事故
の進展予測と 収束対応戦略」 「 ③戦略の進捗状況」 ） に照ら
し ， 不足や提供の遅れがないこ と 。
それぞれの役割において， 過大な負荷や渋滞がなく 対応でき
る こ と 。
スピ ーカ ーが説明する 内容を 理解する ための時間が確保さ
れ， 理解でき ている こ と 。

メ モ作成内容が重複し ないよ う に， チームリ ーダーは適切に
選別する 。
Ｅ Ａ Ｌ 判断フ ロ ー作成およ び説明者を 配置する 。

チームリ ーダーは対応状況を 俯瞰し た指示を 出し ており ， プ
ラ ン ト の重篤度， 提供すべき 情報の優先順位等が考慮さ れて
いる こ と 。

作成担当者にはメ モ作成のポ
イ ン ト （ 端的と わかり やすさ
の両立） 、 Ｅ Ａ Ｌ の判断条件
や重篤化への条件について経
験者と 理解を 深める 教育を 実
施

過去のシナリ オを 題材と し たＥ Ａ Ｌ 判断条件、 戦略検討フ
ロ ーおよ び解析結果を 踏まえた事象進展予測についての理解
を 深める 。

作成さ れたメ モ等に対し て， スピ ーカ ーが説明する 内容を 理
解でき ている こ と 。

メ モ作成に係る サポート 者の
動線や記載内容を 複数名で確
認でき る Ｅ Ｒ Ｃ 対応ブース内
配置を 検討

スピ ーカ ーに情報を 集めやすく ， 容易にサポート でき る 配置
を 検討する 。
説明内容を 複数名で確認でき る 要員配置を 検討する 。

提供する 情報は「 Ｅ Ｒ Ｃ プラ ン ト 班が即応セン タ ーに求める
情報」 （ 規制庁資料， 「 ①事故・ プラ ン ト の状況」 「 ②事故
の進展予測と 収束対応戦略」 「 ③戦略の進捗状況」 ） に照ら
し ， 不足や提供の遅れがないこ と 。
それぞれの役割において， 過大な負荷や渋滞がなく 対応でき
る こ と 。
説明情報の受け取り について， スピ ーカ ーがスト レ スを 感じ
ないこ と 。

戦略選定や優先順位を 決定す
る ための基本的な考え方を Ｅ
Ｒ Ｃ 対応ブース要員が理解の
上、 Ｃ Ｏ Ｐ ２ の説明練習や口
頭補足のスキルアッ プを 行う

Ｃ Ｏ Ｐ １ 作成箇所の一本化
Ｃ Ｏ Ｐ １ のタ イ ムリ ーな発出
と スムーズな共有

Ｅ Ｒ Ｃ 対応要員の役割分担を
明確にし 、 メ モやＥ Ａ Ｌ 判断
フ ロ ーの作成担当者を 専任

①Ｃ Ｏ Ｐ の運用性向上

Ｃ Ｏ Ｐ ２ における 戦略選定の
根拠や優先順位の明示

情報処理速度・ 精度の改善
提供する 情報のわかり やすさ
向上

②Ｅ Ｒ Ｃ 向け情報処理の精度
向上
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改善の方向性（ 大分類） 課題 改善策 具体的な取り 組み（ 案） 検証項目

情報処理速度・ 精度の改善
提供する 情報のわかり やすさ
向上

他社の良好な対応を 参照

他社の訓練映像を 視聴し ， Ｅ Ｒ Ｃ プラ ン ト 班への情報提供内
容， タ イ ミ ン グ等を 確認し 、 良好事例を 参照する 。

提供する 情報は「 Ｅ Ｒ Ｃ プラ ン ト 班が即応セン タ ーに求める
情報」 （ 規制庁資料， 「 ①事故・ プラ ン ト の状況」 「 ②事故
の進展予測と 収束対応戦略」 「 ③戦略の進捗状況」 ） に照ら
し ， 不足や提供の遅れがないこ と 。
プラ ン ト 状況が不足なく 伝わり ， その後の対応や事故重篤化
のリ スク についても Ｅ Ｒ Ｃ プラ ン ト 班と 共有でき る こ と 。

Ｅ Ｒ Ｃ プラ ン ト 班が求める 情
報に基づいた要員向けの手引
き を 充実し 、 その中で情報の
軽重がプラ ン ト 事故進展に応
じ て変化する こ と を 教育

Ｅ Ｒ Ｃ 対応ブース要員向け手引き に， 以下の項目を 反映し 教
育する 。
・ 情報の軽重がプラ ン ト 事故進展に応じ て変更
・ 炉心損傷が顕在化する き っ かけと なる Ｓ Ｅ ， Ｇ Ｅ の判断を
見極め， 情報の選定を 行う
・ 軽度な情報の扱い( リ エゾン 経由での提供を 提案等)

チームリ ーダーは対応状況を 俯瞰し た指示を 出し ており ， プ
ラ ン ト の重篤度， 提供すべき 情報の優先順位等が考慮さ れて
いる こ と 。

チームリ ーダーが不足を 補い
要員が認識・ 実行に移すこ と
ができ る よ う ルール化

Ｅ Ｒ Ｃ 対応ブース要員向け手引き に， 以下の項目を 反映し 教
育する 。
・ チームリ ーダーに求める 役割
⇒個別の案件に深入り する こ と を 避け， Ｅ Ｒ Ｃ プラ ン ト 班に
向けた情報の不足や軽重を 判断し 要員に指示する

チームリ ーダーは対応状況を 俯瞰し た指示を 出し ており ， プ
ラ ン ト の重篤度， 提供すべき 情報の優先順位等が考慮さ れて
いる こ と 。

情報の重要度・ 順位の指揮を
チームリ ーダーが執り 、 必要
に応じ てＥ Ｒ Ｃ 対応要員に指
示を 出すこ と を 役割に明記

Ｅ Ｒ Ｃ 対応ブース要員向け手引き に， 以下の項目を 反映し 教
育する 。
・ チームリ ーダーに求める 役割
⇒個別の案件に深入り する こ と を 避け， Ｅ Ｒ Ｃ プラ ン ト 班に
向けた情報の不足や軽重を 判断し 要員に指示する

ERCプラ ン ト 班に提供し た情報に齟齬や誤り が見受けら れた
際は， 速やかに訂正する こ と 。

チームリ ーダーは、 失敗事例
を 含めた経験者と の意見交換
を 行いリ ーダーシッ プの向上
を 促進

チームリ ーダーは経験者( 過去も 含めたＥ Ｒ Ｃ 対応ブース要
員) と の意見交換を 実施し ， それぞれの役割で上手く でき た
こ と ， またでき なかっ たこ と を 聞き 取り ， 自身のある べき 姿
を 見出す。

チームリ ーダーは対応状況を 俯瞰し た指示を 出し ており ， プ
ラ ン ト の重篤度， 提供すべき 情報の優先順位等が考慮さ れて
いる こ と 。

メ イ ン スピ ーカ ーが発電所の
状況を 理解し た上で発話でき
る よ う 、 プラ ン ト の情報収集
に係る サポート 者の役割を 明
確化

スピ ーカ ーに情報を 集めやすく ， 容易にサポート でき る 配置
を 検討する 。
要員の役割を 明確化する 。 ( メ モ作成/Ｅ Ａ Ｌ フ ロ ー作成/情
報確認等)

提供する 情報は「 Ｅ Ｒ Ｃ プラ ン ト 班が即応セン タ ーに求める
情報」 （ 規制庁資料， 「 ①事故・ プラ ン ト の状況」 「 ②事故
の進展予測と 収束対応戦略」 「 ③戦略の進捗状況」 ） に照ら
し ， 不足や提供の遅れがないこ と 。
プラ ン ト 状況が不足なく 伝わり ， その後の対応や事故重篤化
のリ スク についても Ｅ Ｒ Ｃ プラ ン ト 班と 共有でき る こ と 。

Ｅ Ｒ Ｃ プラ ン ト 班に提供する
情報は複数名で確認し た上で
発信でき る 配置を 検討

説明内容を スピ ーカ ーに渡す前に複数名で確認でき る 要員配
置を 検討する 。

提供する 情報は「 Ｅ Ｒ Ｃ プラ ン ト 班が即応セン タ ーに求める
情報」 （ 規制庁資料， 「 ①事故・ プラ ン ト の状況」 「 ②事故
の進展予測と 収束対応戦略」 「 ③戦略の進捗状況」 ） に照ら
し ， 不足や提供の遅れがないこ と 。
プラ ン ト 状況が不足なく 伝わり ， その後の対応や事故重篤化
のリ スク についても Ｅ Ｒ Ｃ プラ ン ト 班と 共有でき る こ と 。

提供する 情報の優先順位認識

Ｅ Ｒ Ｃ 対応の役割・ 配置見直
し

③Ｅ Ｒ Ｃ 対応要員の役割・ 配
置の再構築

②Ｅ Ｒ Ｃ 向け情報処理の精度
向上
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北海道電力（株）
泊発電所３号機 ＤＢ/ＳＡ機器状況整理表 ＣＯＰ２

更新
日時

2021年1月6日

9時34分

ＤＢ ＳＡ
機能
区分

Ｎｏ． 設備 運転状況 Ｎｏ．

【記載例】
・■は、使用不可設備を示す

設備 準備開始
時刻

準備完了
時刻

運転開始
時刻

想定準備
時間(H:M)

運転状況 特記事項

・運転状況【○：運転中、×：故障により使用不可(点検中含む）、△：サポート系機能喪失による使用不可、
Ｓ：待機中（保管場所に配備され不具合が確認されていない設備、系統構成等の準備が未完了な設備を含む）】

交
流
電
源

1 　泊幹線１号線（275kV） × 57
　代替非常用発電機

Ａ 15:20 15:30

60 　３号非常用受電設備（66kV）

6 　２号機発電機（275kV）　 × 62 　他号機 Ｄ/Ｇ（開閉所設備経由）

7
Ｄ/Ｇ

Ａ ×

15:33 （００：１５） ○

2 　泊幹線２号線（275kV） × 58 Ｂ 15:20

Ｓ

Ｓ

Ｓ

（００：２５）

15:30 15:33 （００：１５） ○

4 　後志幹線２号線（275kV） ×

（０２：１５）3 　後志幹線１号線（275kV） × 59 　可搬型代替電源車 15:30

（０１：５０）

（０３：３０）

5 　１号機発電機（275kV）　 × 61 　他号機 Ｄ/Ｇ（号機間連絡ケーブル）

Ｓ

8 Ｂ ×

10 　Ａ－蓄電池 ○
64 　可搬型直流電源用発電機

　（可搬型直流変換器含む）

（００：０５）

（０２：４５） Ｓ

63 　後備蓄電池 Ｓ

直
流
電
源

9 　Ａ－充電器 ○

　予備充電器 △

12 　Ｂ－蓄電池 ○

11 　Ｂ－充電器 ○

13

（１５：００）

補
機
冷
却
水

14

　ＳＷＰ

Ａ △ 65

△Ｄ

　可搬型大容量海水送水ポンプ車

18

70 　脱塩水（ＤＷ）

74 代替屋外
給水タンク

可搬型大型
送水ポンプ車

15 Ｂ △

16 Ｃ △

17

△

20 Ｃ △

Ｓ

Ｄ △

23 　Ｂピット水位計 ○ 67 　可搬型水位計(L-662)

21

　エリアモニタ（Ｒ－５） ○

30 　ＳＦＰの漏洩の有無 なし

26 　Ａ－ＳＦＰポンプ △

29

28

　ＣＣＷＰ

Ａ △

19 Ｂ

（０２：００） Ｓ
25 　Ｂピット温度計 ○

（０２：００）

（０２：００） Ｓ

24 　Ａピット温度計 ○
68 　可搬型エリアモニタ、

　監視カメラ冷却装置

66 　可搬型水位計(L-652) Ｓ22

（００：３０） Ｓ

71 　脱気水（ＰＭ）

Ｓ

Ｓ

（００：２５） Ｓ

（００：３０） Ｓ

69 　ＲＷＳＰ水　

（００：３０）

ＳＦＰ

（００：３５）

73 　消火水（ディーゼル）

　監視カメラ ○ 72 　消火水（電動）

（０２：００） Ｓ

75 原水槽 （０３：３５） Ｓ

Ｓ76 海水 （０４：００）

Ｓ
Ｆ
Ｐ

　Ａピット水位計 ○

27 　Ｂ－ＳＦＰポンプ △

資料２－１

資料 【回収扱い】
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ＤＢ ＳＡ
機能
区分

Ｎｏ． 設備 運転状況 Ｎｏ． 特記事項

Ｓ
Ｇ
除
熱

31 　主給水系統 × 77 ×

  

32
  Ｍ/Ｄ－ＡＦＷＰ

設備 準備開始
時刻

準備完了
時刻

運転開始
時刻

想定準備
時間(H:M)

運転状況

Ｓ

34   Ｔ／Ｄ－ＡＦＷＰ ○ 80 　主蒸気逃がし弁　ボンベ

（００：２０）

（００：２０） Ｓ

33 Ｂ △ 79 Ｃ

Ａ △ 78 Ｂ　主蒸気逃がし弁　手動

Ａ 14:24

（００：２０）

　Ｔ／Ｄ－ＡＦＷＰ(潤滑油供給器） （００：４０） Ｓ

（００：３０） Ｓ

86 Ｓ/Ｇ注水 （０４：５５）

85
原水槽

35

　主蒸気逃がし弁

Ａ × 81

38 　タービンバイパス弁 △ 84

○ 8337 Ｃ

36 Ｂ ○ 82

Ｓ/Ｇ注水

（０１：００）

（０３：５０） Ｓ

AFWP注水

Ｓ

Ｓ（０２：１０）

　Ｓ／Ｇ直接給水用高圧ポンプ

代替屋外
給水タンク

可搬型大型
送水ポンプ車

AFWP注水

Ｓ

（０４：１０） Ｓ

（０３：４５）

（００：５０） Ｓ

Ｓ

15:20

Ｓ

14:50 中断

（００：３５）

（００：３５）

Ｓ

（００：２５） Ｓ

（００：３５） Ｓ

16:00

（００：４０） Ｓ

（００：４０） ○

Ｓ

（００：５０） Ｓ

（００：５０）

Ｓ

87
海水

AFWP注水

（０５：２０）88 Ｓ/Ｇ注水

　加圧器逃がし弁　ボンベ
Ａ

Ｂ

92 Ｂ

91
　加圧器逃がし弁　バッテリー

Ａ

39
  ＳＩＰ

Ａ △ 89

× 9040 Ｂ

41
  ＲＨＲＰ

Ａ △

42 Ｂ △

　Ｂ－ＣＳＰ（自己冷却）

  ＣＨＰ

Ａ △ 93 　Ｂ－ＣＳＰ

44 Ｂ △ 94 　代替ＣＳＰ

43

電動

95 　Ｂ－ＣＨＰ（自己冷却）

○ 98

47 Ｂ ○ 97
　消火ポンプ

ディーゼル

45 Ｃ △ 16:00

46

  蓄圧タンク

Ａ ○ 96

（０２：１０） Ｓ

100 炉心注水 （０２：１０）

48 Ｃ （００：４０） Ｓ

99 代替屋外
給水タンク

可搬型大型
送水ポンプ車

ＲＷＳP注水

炉心注水

103
海水

ＲＷＳP注水

Ｓ

101
原水槽

ＲＷＳP注水 14:50 （０３：４５） Ｓ

102

（０４：１０） Ｓ

（０３：４５） Ｓ

105  Ａ－ＳＩＰ（海水による代替再循環）

炉
心
注
水

○

Ｓ

106 　代替ＣＳＰ 15:20

（０４：４５） Ｓ

Ｃ
Ｖ
ス
プ
レ
イ
・
冷
却
・
水
素
爆
発
防
止

49
  ＣＳＰ

Ａ △

（０４：１０） Ｓ

104 炉心注水

50 Ｂ △ 107 　Ｂ－ＣＳＰ（自己冷却）

108
　消火ポンプ

電動

15:50 15:50 （００：３０）

Ｓ

109 ディーゼル （００：３５）

（００：３５）

Ｓ

（００：４５）

（０２：１０） Ｓ

111 ＣＶスプレイ （０２：５０）

（０３：４５） Ｓ

113

Ｓ

110 代替屋外
給水タンク

可搬型大型
送水ポンプ車

×

２台

ＲＷＳP注水

112
原水槽

ＲＷＳP注水

Ｓ

114
海水

ＲＷＳP注水 （０４：１０） Ｓ

ＣＶスプレイ （０４：３０）

ＣＶスプレイ

（０１：０５）

○

（０４：５５）

Ｓ

117 　ＣＶ再循環ユニット　海水 15:20 （０４：３５） Ｓ

116

115 Ｓ

（０４：００）

○

118 　電気式水素燃焼装置 15:40 15:40 15:40

119 　Ｂ－アニュラス空気浄化ファン 15:20 15:46 15:46 （００：２５）

127

Ｓ

121 　ガス分析計 （０１：２５） Ｓ

120

　外部への放射線影響の有無

　ＳＰ信号
Ａトレン

そ
の
他

51
　制御棒挿入

ＳＢ 全挿入 123

52 ＣＢ 全挿入 124

55

53
　ＳⅠ信号

Ａトレン リセット 125

54

56 Ｂトレン

Ｓ

Ｓ 128

25%

Ｂトレン リセット 126

122 　アニュラス水素濃度計測装置 15:50 （０１：１０）

　可搬型格納容器水素濃度計測装置 16:00 （０１：１０）

あり

Ｓ

　原子炉容器水位（％）

　ＣＶ再循環ユニット　ＣＣＷＳ加圧

​指示上昇有り
15:33　EPO-5
15:33　EPO-6
15:33　EPO-7
15:34　EMS-1
15:43　EPO-4
15:46　EPO-3
15:47　EPO-1
15:48　EPO-2

　炉心損傷の有無

Ｓ

　汚染水流出経路構築、呑込み口切替

あり

　シルトフェンス （０６：００）

（０２：００） Ｓ

Ｓ　放水砲　海水

資料3【回収扱い】
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COP2-2　（事故対応戦略シート）

完了想定 状況

戦略 戦略対応状況

戦略決定時刻

優先
順位 カテゴリ

優先
順位

対応手段 準備開始

シート
更新
日時

2020年11月27日

14時54分２０２１年１月６日　１１時５５分

3

炉
心
注
水

No.1

No.3

備考

12:00 12:20

12:00

No.2

2

S
G
除
熱

No.1

No.3

B-CHP(自己冷却）

タービン動補助給水ポンプ

A-主蒸気逃がし弁

格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
・
冷
却

No.1

備考

No.2

戦略根拠

・全交流電源喪失のため、電源の確保を最優先に実施
・SGによるRCS除熱が可能であることから、SG除熱にてRCSを冷却・減圧する。
・RCS1.7MPaまで減圧後、RCS冷却は、代替CSPによる炉心注水に切替える。

12:00 12:20

No.3

備考

No.2

備考

1
電
源

No.1

No.3

No.2

ー

運転中

準備中

準備中

準備中12:20

12:00 12:35 準備中

SG除熱によるRCSの減温・減圧を実施。その後、炉心注水へ移行。

代替CSP

SGによるRCS1.7MPaまで減圧後、代替CSPにより炉心注水を実施する。

バックアップとして、代替CSP準備完了後、B-CHP（自己冷却）に着手する。

代替CSPの水源確保のため、RWSPへの補給準備。水源は原水槽。

12:00 12:15 準備中

12:00 12:15 準備中

全交流電源喪失のため、代替非常用発電機準備中

B-代替非常用発電機

　

北海道電力（株）
泊発電所３号機

炉心損傷防止大方針

可搬型大型送水ポンプ車によるRWSP注水

A-代替非常用発電機

B-主蒸気逃がし弁
C-主蒸気逃がし弁

資料２－１

9



　　北海道電力（株）

　　泊発電所３号機 COP2-3　（事象進展予測） 更新
日時

2020年11月27日
14時54分

項目 予想 実績 項目 予想 実績

事象進展予測 １

予測実施日時

事象進展予測 ２

予測実施日時

事象進展予測 ３

予測実施日時

項目

Ｃ/Ｖ１Ｐｄ到達
（283KPa)

Ｒ/Ｖ破損

燃料頂部露出燃料頂部露出

ＳＧドライアウト ＳＧドライアウト

Ｃ/Ｖ１Ｐｄ到達
（283KPa)

参考としたAMGシーケンス ./

予測評価の
前提条件

・現在小LOCA
・ECCS注入が停止した場合を想定

炉心損傷

Ｃ/Ｖ２Ｐｄ到達
（566KPa)

格納容器水位
6100m3到達

予想 実績

ＳＧドライアウト

Ｃ/Ｖ２Ｐｄ到達
（566KPa)

格納容器水位
6100m3到達

炉心損傷

燃料頂部露出

参考としたAMGシーケンス

予測評価の
前提条件

・現在小LOCA
・大LOCAへ事象進展し、ECCS注入が停
止した場合を想定

Ｒ/Ｖ破損

炉心損傷

Ｒ/Ｖ破損

Ｃ/Ｖ１Ｐｄ到達
（283KPa)

格納容器水位
6100m3到達

参考としたAMGシーケンス

Ｃ/Ｖ２Ｐｄ到達
（566KPa)

予測評価の
前提条件

資料２－１
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Ｂ－ＤＧ故障中のため、Ａ，Ｂ－代替非常用発電機により、Ｂ母線に給電する。

戦略 戦略対応状況 SFP事象進展予測

北海道電力（株）
泊発電所３号機 COP2-4　（SFP事故対応シート） 更新

日時

2020年11月27日

15時55分

戦略決定時刻 ２０２１年１月６日　１１時５５分

予想実施
日時 予想 実績

S
F
P
冷
却
・
注
水

No.1 運転中

沸騰日時

カテゴリ
優先
順位 対応手段 準備開始 完了予想 状況

No.2 14:40 準備中

備考

電
源

No.1 給電中

No.3 14:40 準備中
AL到達
日時

（T.P.31.31m）・Aトレンヒートシンク健全のため、SFPポンプによる冷却中

No.2 準備中

備考

TAF到達
日時

(T.P.25.23m)SFP水位・温度監視

No.3
GE到達
日時

（T.P.27.23m）

温度（℃）

Ａピット 15:40 32.65 30.1

予想実施前
前提条件

Ａ－ＤＧ
・SFPポンプによる冷却不能に備え、淡水による冷却を準備
・SFPポンプによる冷却不能に備え、RWSP水による冷却を準備

RWSポンプによる注水

補給水ポンプによる注水

SE到達
日時

（T.P.29.23m）

項目

Ａ－ＳＦＰポンプ

Ａ，Ｂ－代替非常用発電機

Ｂピット 15:40 32.65 30.2

確認時刻 水位（T.P.＿m）

資料２－１
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ＣＯＰ１作成箇所の一本化

＜案１（採用）＞

　ＣＯＰはプラント状況を共通認識するツールであり、手書き等の変更を加えた時点で共通性がなくなることについての認識が薄かったため

以下の改善策を実施する。

【要　因】ＥＲＣ対応チームにて共有するＣＯＰ１は訓練直前に共有する運用に変更となったため、ＣＯＰ１の共有に時間遅れが生じた。

【改善策】電子ホワイトボード（ＩＷＢ）を使用して情報共有することでタイムラグが少なく、精度の高い情報提供が可能となる。

＜案２＞
　ＣＯＰはプラント状況を共通認識するツールであり、手書き等の変更を加えた時点で共通性がなくなることについての認識が薄かったため

以下の改善策を実施する。

【要　因】ＥＲＣ対応チームにて共有するＣＯＰ１は訓練直前に共有する運用に変更となったため、ＣＯＰ１の共有に時間遅れが生じた。

【改善策】電子ホワイトボード（ＩＷＢ）を使用して情報共有することでタイムラグが少ない情報提供が可能となる。

即応センター

緊急時対策所

号機責任者

ERC対応ブース

③ＣＯＰ１による説明 ③ＣＯＰ１による説明

①ＣＯＰ１の大判図面に反映

②ＣＯＰ１の共有

（書画装置を使用）

変更前

情報連絡責任者

発話を聞き取り 常時、相互連絡

タイムラグがあり、

使用する時点の

最新情報を手書き

で反映

E R C対応チーム

即応センター

緊急時対策所

号機責任者

E R C対応ブース

プラント情報収集チーム

②ＣＯＰ１による説明 ②ＣＯＰ１による説明

共有する大判図面に反映

変更後

情報連絡責任者

発話を聞き取り 常時、相互連絡

E R C対応チームプラント情報収集チーム

①ＣＯＰ１の作成・共有

（ＩＷＢを使用）
ＩＷＢを使用して情報共有する

ことでタイムラグが少ない情報

提供が可能。

タイムラグの要因

即応センター

緊急時対策所

号機責任者

ERC対応ブース

③ＣＯＰ１による説明 ③ＣＯＰ１による説明

①ＣＯＰ１の大判図面に反映

②ＣＯＰ１の共有

（書画装置を使用）

変更前

情報連絡責任者

発話を聞き取り 常時、相互連絡

タイムラグがあり、

使用する時点の

最新情報を手書き

で反映

E R C対応チーム

即応センター

緊急時対策所

号機責任者

E R C対応ブース

プラント情報収集チーム

②ＣＯＰ１による説明 ②ＣＯＰ１による説明

変更後

情報連絡責任者

発話を聞き取り 常時、相互連絡

E R C対応チームプラント情報収集チーム

①ＣＯＰ１の作成・共有

（ＩＷＢを使用）
タイムラグの要因 ＩＷＢを使用して情報共有す

ることでタイムラグが少なく、

精度の高い情報提供が可能。

常時、連絡可能

説明者のニーズを

タイムリーに反映可能

資料２－２

訂正，補足等の情報を反映

説明者のニーズ

を反映

訂正，補足等の情報を

タイムリーに反映可能
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ERC対応要員配置図(変更案)

●メインスピーカー①
戦略シート説明

●メインスピーカー②
戦略シート説明

統合防災NWSPDS表示(2)

C
O
P
1
-2
(系

統
)/
1
-1
(電

源
)

マイク
マイク

書画
装置

SPDS-PC
(1)

デスク

SPDS-PC
(2)

マイク

書画
装置

情報収集ライン

転送 共有

●サブスピーカー②
COP2印刷・説明

●サブスピーカー①
EALメモ作成・説明

●サブチームリーダー
情報提供・収集統括

マイク

●メモ作成・戦略シート・
炉心予測印刷担当

●チームリーダー
全体統括・
10条確認/15条認定会議対応

●リエゾン
連絡担当

●Q&A・メモ作成担当

●COP作図担当

●Q&A・メモ作成担当

●発電所ホットライン・
メモ作成担当

●発電所会議
リスニング・IWB
更新担当

キャスターライン

●リエゾン・スピーカー
補助担当

出入口

EAL表示IWB

資料２－３
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中央制御室

トリガー ﾌﾟﾗﾝﾄ情報収集ﾁｰﾑ ERC対応チーム

情報連絡運営係
ＥＲＣ質問対応者 本部長 原子力班長 安全技術支援係

北海道電力株式会社　泊原子力発電所　緊急時対応情報フロー　（１／３）

ＥＲＣプラント班

本店対策本部（原子力施設事態即応センター）発電所対策本部（緊急時対策所、代替緊急時対策所）
ＥＲＣプラント
班リエゾン発電課長（当直） 運転班長 炉主任 号機責任者 本部長 副本部長 事務局長 各班班長 主要時系列入力者 情報連絡責任者 主要時系列確認者

プラント状況

変化

（ＥＡＬ含む） 事象発見

事象判断

ＥＡＬ条件

成立判断

プラント状況

ＥＡＬ条件成立

報告

プラント状況

ＥＡＬ条件成立

報告受領

警報,監視,

ＰＨＳ

衛星電話設備

ＥＡＬ条件

成立報告

ＥＡＬ条件

成立確認

口頭

プラント状況

ＥＡＬ条件成立

確認の報告

マイク

発話聞き取り

ＥＡＬ該当

判断

体制発令※1

発話聞き取り

通報ＦＡＸ

作成

通報ＦＡＸの

確認依頼

通報ＦＡＸ

の確認

通報ＦＡＸ

の確認連絡

通報ＦＡＸ

の送信

ＳＰＤＳ－Ｗｅｂ

社内ＰＣ（情報共有サイト）

発話聞き取り

プラント状況を

主要時系列

に入力

（社内ＰＣ（情

報共有サイト））

発話聞き取り

ＥＡＬ番号,判断

時間,判断根拠

,体制発令時間
※１等を主要時

系列に入力

（社内ＰＣ（情

報共有サイト））

マイク

防災ＮＷＴＶ会議

ＩＰ電話（地上系、衛星系）

衛星電話設備

通報ＦＡＸ

受領

通報ＦＡＸ

受領,配布

プラント状況

機器の動作,準

備状況の確認

ＤＢ／ＳＡ機器

状況整理表（Ｃ

ＯＰ２）にプラン

ト状況、機器の

動作状況、準

備状況を入力

（社内ＰＣ（情報

共有サイト））

運転班員

ＦＡＸ

・加入電話設備

・統合防災ＮＷ（地上系、衛生系）

・衛星電話設備

・電力保安通信用電話

事務局員

事務局員

事務局員

手渡し

プラント状況の

連絡

社内ＰＣ（情報共

有サイト）にて主

要時系列を確認

ＥＡＬ判断フ

ローマーカー記

入

ＥＡＬ判断の

連絡

防災ＮＷＴＶ会議

ＩＰ電話（地上系、衛星系）

衛星電話設備

ﾌﾟﾗﾝﾄ状況報告

内容,主要時系

列の内容確認

ＥＡＬに関する

報告,主要時系

列の内容確認

ＥＡＬ判断フロー

社内ＰＣ（情報共

有サイト）にて主

要時系列を確認

スピーカ

スピーカ

チーム員

ＦＡＸ担当

スピーカ

スピーカ

スピーカ

スピーカ

発話聞き取り

口頭連絡、ＷＢ

に記載

チーム員

チーム員

発話聞き取り
マイク

発話聞き取り

口頭連絡、ＷＢ

に記載

チーム員

チーム員

発話聞き取り
マイク

ＥＡＬ判断フ

ローマーカー記

入

ＥＡＬ番号,判断

時間,判断根拠

,体制発令時間
※１等を主要時

系列に補足入

力

（社内ＰＣ（情

報共有サイト））

ＥＡＬ判断

の説明

プラント状況を

主要時系列

に補足入力

（社内ＰＣ（情

報共有サイト））

音声通話装置（２回線目）

ＰＨＳ

衛星電話設備

マイク

プラント状況の

主要時系列

への入力を確

認

（社内ＰＣ（情

報共有サイト））

口頭

音声通話装置（２回線目）

ＰＨＳ

衛星電話設備

ＥＡＬ番号,判断

時間,判断根拠

,体制発令時間
※１等の

主要時系列

への入力を確

認

（社内ＰＣ（情

報共有サイト））

口頭

昨年度からの変更点

①コロナ対策の分散配置として、代替緊急時対策所を追加した。

②ＥＡＬ判断フロー作成からＥＡＬ判断フローマーカー記入に語句を修正した。

また、ＥＡＬ判断フローは、資料集の○○ページをご覧下さいと伝える運用と

していたため、フローからＥＲＣリエゾンが印刷する部分を削除した。

②

①

資料２－４
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中央制御室

トリガー ﾌﾟﾗﾝﾄ情報収集ﾁｰﾑ ERC対応チーム

　
　　　　

　

主要時系列確認者

北海道電力株式会社　泊原子力発電所　緊急時対応情報フロー　（２／３）
発電所対策本部（緊急時対策所、代替緊急時対策所） 本店対策本部（原子力施設事態即応センター）

ＥＲＣプラント
班リエゾン ＥＲＣプラント班

発電課長（当直） 運転班長 炉主任 号機責任者 本部長 副本部長 事務局長 各班班長 主要時系列入力者 情報連絡責任者 ＥＲＣ質問対応者 本部長 原子力班長 安全技術支援係
情報連絡運営係

対応状況報告

受領

対応状況報告
口頭

マイク

ＳＰＤＳ－Ｗｅｂ

発話聞き取り

対応状況を主要時

系列に入力

（社内ＰＣ（情

報共有サイト））

対応状況の

確認

マイク

プラント状況、

機器の動作,準

備状況の確認、

運転要領等の

手順に基づく対

応操作,設備状

況確認

対応状況報告

対応状況確認

ＤＢ／ＳＡ機器

状況、戦略、進

捗状況の説明

運転要領

ＤＢ／ＳＡ機器状況整理表

（ＣＯＰ２）

有効性評価フロー

技術的能力フロー

携帯電話

手渡し

ＳＰＤＳ－Ｗｅｂ

社内ＰＣ（情報共有サイト）

防災ＮＷＴＶ会議

ＩＰ電話（地上系、衛星系）

衛星電話設備

社内ＰＣ（情報共有

サイト）にて主要時

系列を確認

ＤＢ／ＳＡ機器

状況整理表（Ｃ

ＯＰ２）印刷

運転班員

スピーカ

ＰＨＳ

衛星電話設備

ＤＢ／ＳＡ機器

状況整理表（Ｃ

ＯＰ２）にプラン

ト状況、機器の

動作状況、準

備状況を入力

（社内ＰＣ（情報

共有サイト））

発話聞き取り

口頭連絡、ＷＢ

に記載

チーム員

チーム員

発話聞き取り

運転要領,ＤＢ

／ＳＡ機器状況

整理表（ＣＯＰ

２）等印刷依頼
運転要領,ＤＢ

／ＳＡ機器状況

整理表（ＣＯＰ

２）等印刷

チーム員

昨年度からの変更点

①プラントの状況、事故対応戦略、戦略の進捗状況進行について１枚のシートとしたことにより語句を変更した。

②コロナ対策の分散配置として、代替緊急時対策所を追加した。

③＜旧ＣＯＰ１＞

〔課題〕プラントサマリ（旧ＣＯＰ１）の使用した説明頻度が少なかった。

〔原因〕戦略変更するような事象の急変時等、状況に合わせたプラント概況説明を行なう上で旧ＣＯＰ１の使用は冗長な説明に繋がるものであり、適切な説明をする上で必ずしも有用ではなかった。

〔原因分析〕状況に合わせて主要時系列、通報ＦＡＸ、ＥＡＬ判断フロー、系統概要図〔電源系統図（ＣＯＰ１－１）・全体系統図（ＣＯＰ１－２）（旧ＣＯＰ３）〕及びＳＡ／ＤＢ機器状況整理表（ＣＯＰ２）

を適宜活用して、ＥＡＬに関する情報、事故プラントの状況を説明するのが適当であった。

〔対策〕旧ＣＯＰ１は使用しないこととし、ＣＯＰについては、ＣＯＰ１－１・ＣＯＰ１－２（旧ＣＯＰ３）及びＣＯＰ２を適宜活用することとした。

＜系統概要図〔旧ＣＯＰ３（旧ＣＯＰ３－１、旧ＣＯＰ３－２）⇒（ＣＯＰ１－１、ＣＯＰ１－２）付番変更〕＞

〔課題〕ＣＯＰ１－１、ＣＯＰ１－２はＥＲＣプラント班に説明用と即応センター内の説明用の記載が異なっており、また、ＥＲＣプラント班には紙で提供していなかった。

〔原因〕ＥＲＣプラント班説明用と即応センター内の説明用として、２箇所で記載しており、また、電子化しなかった。

〔原因分析〕説明箇所がそれぞれＣＯＰ様式を用いて説明することで良いと考えていた。また、ＥＲＣプラント班には書画装置を使用して説明することでＥＲＣプラント班への情報共有はできる思っていた。

〔対策〕系統概要図（ＣＯＰ１－１、ＣＯＰ１－２）の作成箇所は１箇所とし、電子化することにより社内及びＥＲＣプラント班への情報共有化を図った。（④のとおり。）

④ＣＯＰ１－１及びＣＯＰ１－２の作成箇所は１箇所とし、電子化することにより社内及びＥＲＣプラント班への情報共有化を図った。

⑤ＣＯＰ１－１及びＣＯＰ１－２とＣＯＰ２との相互確認を明示した。

対応状況

を主要時系列に

補足入力

（社内ＰＣ（情

報共有サイト））マイク

音声通話装置（２回線目）

ＰＨＳ

衛星電話設備

対応状況の

主要時系列

への入力を確認

（社内ＰＣ（情

報共有サイト））

口頭

系統概要図

（COP１‐１、１‐

２)

系統概要図

（COP１‐1、１‐

２）印刷依頼

携帯電話

系統状況、対

応戦略、進捗

状況の説明 防災ＮＷＴＶ会議

ＩＰ電話（地上系、衛星系）

衛星電話設備

マイク

系統概要図（Ｃ

ＯＰ１-１、１-２）

印刷

各設備の故障およ

び補修状況,構内道

路の状況および補

修状況,

放射線の状況,事象

進展予測等の報告

手渡し

※１：新たな体制の発令がある場合に限る

連絡・手渡し

発電所―本店 ブリーフィング

発話聞き取り

各設備の故障およ

び補修状況,構内

道路の状況および

補修状況,放射線

の状況,

事象進展予測等を

主要時系列に入力

（社内ＰＣ（情報共

有サイト））

①

③

系統概要図(COP

１‐1、１‐２)

電子ファイル保存

チーム員

ＤＢ／ＳＡ機器

状況、戦略、進

捗状況の説明

④

ＤＢ／ＳＡ機器状

況整理表（ＣＯＰ

２）の内容確認

発話聞き取り

取り得る事故

収束対応戦略

の確認

取り得る事故

収束対応戦略

の報告

プラント状況,ＥＡＬ発

信状況事故収束のた

めのプラントの方向

性の報告

系統状況、対

応戦略、進捗

状況の説明

事故収束対応戦略

をＤＢ／ＳＡ機器状

況整理表（ＣＯＰ２）

に入力し、連絡

（社内ＰＣ（情

報共有サイト））

発話聞き取り

社内ＰＣ（情報共

有サイト）にてＤ

Ｂ／ＳＡ機器状

況整理表（ＣＯＰ

口頭連絡、ＷＢ

に記載

発話聞き取り発話聞き取り

スピーカ

①

①

①

⑤

マイク

②

①

マイク

マイク

マイク

音声通話装置（１回線目）

ＰＨＳ

衛星電話設備

チーム員

スピーカ

チーム員

発話聞き取り

取り得る事故

収束対応戦略

の確認

取り得る事故

収束対応戦略

の報告

口頭

マイク

系統概要図

（COP１‐1、１‐

２）印刷

チーム員

チーム員

チーム員

面談（５週間前）後の変更点

訓練実績を踏まえてＣＯＰ１－１およびＣＯＰ１

－２の情報共有ルート見直した。

【２０２０年１１月２７日実施の訓練で情報が停滞した箇所とその状況】

Ａ．・作成したＣＯＰ１－１、ＣＯＰ１－２を別々の箇所で手書きを加え説明に用いており、ＣＯＰの目的に沿っているとは言えない状況となった。

・ＣＯＰがタイムリーに発出されておらず、ＥＲＣプラント班への情報提供が少なかった。

Ｂ．・ＣＯＰ２による戦略選定の根拠等、事象終息の肝となる情報をＥＲＣプラント班に提供することができなかった。

・３号機の情報を優先すべきフェーズであったにも係らず、他号機の情報を説明した。

・説明が断片的で戦略や対策がタイムリーに説明できておらず、状況把握が困難だった。

Ａ

Ｂ
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中央制御室

トリガー ﾌﾟﾗﾝﾄ情報収集ﾁｰﾑ ERC対応チーム
安全技術支援係主要時系列確認者 ＥＲＣ質問対応者 本部長 原子力班長

北海道電力株式会社　泊原子力発電所　緊急時対応情報フロー　（３／３）
発電所対策本部（緊急時対策所、代替緊急時対策所） 本店対策本部（原子力施設事態即応センター）

ＥＲＣプラント
班リエゾン ＥＲＣプラント班

発電課長（当直） 運転班長 炉主任 号機責任者 本部長
情報連絡運営係

副本部長 事務局長 各班班長 主要時系列入力者 情報連絡責任者

質問票に回答

を記載し,送付

ＳＰＤＳ－Ｗｅｂ

社内ＰＣ（情報共有サイト）

ＥＲＣプラント班

の状況を観察し、

事業者からの情

報で不足してい

る情報等の提供

依頼

不足している情

報等の受領

即答可

不足している情

報等の報告

質問

即答可

質問票記載

質問票記載

質問への回答

質問票送付

質問票受領

主要時系列

に係る内容

発電所への

問合せ
質問受領

即答可

質問への回答 回答受領

質問票に回答

を記載し,送付

質問票受領

手渡し

手渡し

質問への回答

関係班への

問合せ

質問受領
発電所への

問合せ

即答可

質問への回答 回答受領

質問票受領

手渡し

質問への回答

関係班への

問合せ

質問への回答

主要時系列に

不足している情

報の入力依頼

主要時系列に

不足している

情報入力

（社内ＰＣ（情

報共有サイト））

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

※

※

※

質問への回答

音声通話装置（２回線目）

ＰＨＳ

衛星電話設備

質問票受領

手渡し

携帯電話

防災ＮＷＴＶ会議

ＩＰ電話（地上系、衛星系）

衛星電話設備

防災ＮＷＴＶ会議

ＩＰ電話（地上系、衛星系）

衛星電話設備

防災ＮＷＴＶ会議

ＩＰ電話（地上系、衛星系）

衛星電話設備

防災ＮＷＴＶ会議

ＩＰ電話（地上系、衛星系）

衛星電話設備

防災ＮＷＴＶ会議

ＩＰ電話（地上系、衛星系）

衛星電話設備

ＰＨＳ

ＰＨＳ

衛星電話設備

ＰＨＳ

衛星電話設備

質問照会担当

質問照会担当

チーム員

スピーカ

スピーカ

チーム員

チーム員

質問照会担当

時系列照会担当

質問照会担当

チーム員

スピーカ

質問照会担当

質問照会担当

チーム員

スピーカ

本店対策本部から発電所対策本部への問い合わせについても、同ラ

インで実施

即応性が必要

な質問

発電所への

問合せ

Ｙｅｓ

チーム員

Ｎｏ

質問受領

即答可

質問への回答

発電所対策本

部への問合せ

Ｙｅｓ

Ｎｏ

質問への回答

回答受領

質問への回答

防災ＮＷＴＶ会議

ＩＰ電話（地上系、衛星系）

衛星電話設備
チーム員

スピーカ

音声通話装置（１回線目）

ＰＨＳ

衛星電話設備

音声通話装置（１回線目）

ＰＨＳ

衛星電話設備

音声通話装置（１回線目）

ＰＨＳ

衛星電話設備

音声通話装置（２回線目）

ＰＨＳ

衛星電話設備

音声通話装置（２回線目）

ＰＨＳ

衛星電話設備

質問照会

担当

質問照会

担当

昨年度からの変更点

①コロナ対策の分散配置として、代替緊急時対策所を追加した。

①
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